
徳
島
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
十
条
）

第
二
章

県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
指
針
（
第
十
一
条
）

第
三
章

県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
（
第
十
二
条
―
第
十
七
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
）

附
則

温
暖
な
気
候
の
下
、
県
土
の
約
八
割
を
山
地
が
占
め
、
そ
の
山
々
を
縫
う
よ
う
に
河
川
が
流
れ
る
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
森
林
か
ら
木
材
、
清
ら
か
な
水
等
の
多
く
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
森
林
の
多
く
が
木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
段
階
を
迎
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
る
木
材
価
格
の
低
迷
が
林
業
の
衰
退
及
び
森
林
管
理
の
停
滞
を
招
き
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
、
林
業
の
再
生
か
ら
飛
躍
、
そ
し
て
次
世
代
の
林
業
を
目
指
し
、

県
産
材
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
多
種
多
様
な
木
材
産
業
の
立

地
に
よ
り
木
の
根
元
か
ら
梢
ま
で
を
総
合
的
に
利
用
す
る
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

こ
ず
え

一
方
で
、
県
民
等
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、
森
林
及
び
林
業
の
重
要
性
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
へ
の
理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
本
県
の
有
す
る
豊
富
で
貴
重
な
森
林
と
い
う
資
源
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
こ

か
ら
生
産
さ
れ
る
県
産
材
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
郷
土
を
維
持
し
、

森
林
が
も
た
ら
す
多
く
の
恩
恵
を
将
来
の
県
民
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
。

総
則

第
一
章

（
目
的
）こ

の
条
例
は
、
本
県
の
林
業
及
び
木
材
産
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
、
中
山
間
地
域
の
活

第
一
条

性
化
を
は
じ
め
と
す
る
本
県
の
経
済
の
振
興
並
び
に
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め

、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び
に
県
民
等
、
森
林
所
有
者
、

林
業
事
業
者
、
木
材
産
業
事
業
者
及
び
建
築
関
係
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
産

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
の
県
民
の
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）こ

の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

第
二
条

よ
る
。

一

県
産
材

県
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
を
い
う
。

二

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

県
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健

か

ん

、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
森
林
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
い
う
。

三

森
林
所
有
者

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

森
林
所
有
者
を
い
う
。



四

林
業
事
業
者

森
林
に
お
い
て
森
林
施
業
（
伐
採
、
造
林
、
保
育
そ
の
他
の
森
林
に
お
け
る
施
業

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

五

木
材
産
業
事
業
者

木
材
の
加
工
又
は
流
通
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

六

建
築
関
係
事
業
者

建
築
物
の
設
計
又
は
施
工
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

県
産
材
の
利
用
の
促
進
は
、
本
県
の
森
林
が
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
及
び
財
産
を
守
っ
て
い
る

第
三
条

こ
と
、
県
民
の
生
活
に
必
要
な
豊
か
な
水
を
供
給
し
て
い
る
こ
と
、
多
様
な
生
物
の
生
息
の
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
当
該
森
林
に
対
す
る
愛
着
を
持
っ
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

県
産
材
の
利
用
の
促
進
は
、
伐
採
、
造
林
及
び
保
育
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
本
県
に
お
い
て
育
ま

れ
て
き
た
貴
重
な
森
林
資
源
が
枯
渇
す
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

県
産
材
の
利
用
の
促
進
は
、
木
材
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
及
び
再
生
産
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
て
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
量
の
増
減
に
影
響
を
与
え
な
い
資
源
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
よ
う
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
の
責
務
）

県
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
県
産

第
四
条

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
と
の
連
携
等
）

県
は
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

第
五
条

市
町
村
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
支
援
す
る
た
め
、
技
術
的
な

助
言
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
等
の
役
割
）

県
民
及
び
事
業
者
（
以
下
「
県
民
等
」
と
い
う
。
）
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
域
経
済

第
六
条

の
活
性
化
、
森
林
の
整
備
の
推
進
等
の
県
産
材
を
利
用
す
る
意
義
を
認
識
し
、
日
常
生
活
及
び
事
業
活

動
を
通
じ
て
、
県
産
材
の
特
性
に
応
じ
た
積
極
的
な
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

県
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
所
有
者
の
役
割
）

森
林
所
有
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
重
要
性
を
認
識
し

第
七
条

、
県
産
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
そ
の
所
有
す
る
森
林
の
適
切
な
管
理
及
び
整
備
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２

森
林
所
有
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
林
業
事
業
者
の
役
割
）

林
業
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
ら
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
本
県
の
有
す
る
森

第
八
条

林
資
源
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
樹
種
、
林
齢
等
の
森
林
の
現
況
の
把
握
を
図
り
、
効
率
的
な
生
産

に
よ
る
県
産
材
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

林
業
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に



関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
木
材
産
業
事
業
者
の
役
割
）

木
材
産
業
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
ら
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
県
産
材
の
特

第
九
条

性
に
応
じ
た
加
工
、
多
段
階
の
利
用
（
ま
ず
製
品
の
原
材
料
と
し
て
利
用
し
、
再
使
用
し
、
及
び
再
生

利
用
し
、
最
終
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
等
の
有
効
利
用
に
努
め
、
そ

の
加
工
品
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
高
度
な
木
材
加
工
技
術
の
継

承
及
び
更
な
る
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

木
材
産
業
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
関
係
事
業
者
の
役
割
）

建
築
関
係
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
ら
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
県
産
材
に
係

第
十
条

る
知
識
の
習
得
及
び
県
産
材
の
積
極
的
な
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

建
築
関
係
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
県
産
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
指
針

第
二
章知

事
は
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

第
十
一
条

め
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
指
針
（
以
下
「
利
用
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
も
の
と

す
る
。

２

利
用
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

県
産
材
の
利
用
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項

二

県
産
材
の
利
用
の
目
標

三

県
産
材
の
適
切
な
供
給
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
事
項

四

そ
の
他
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項

３

知
事
は
、
利
用
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策

第
三
章

（
県
産
材
の
利
用
の
促
進
の
た
め
の
措
置
）

県
は
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
及
び
そ
の
た
め
の
県
産
材
の
供
給
の
安
定
を
図
る
た
め
、
次

第
十
二
条

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

森
林
資
源
の
利
用
及
び
再
生
産
を
図
る
た
め
の
森
林
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

二

県
産
材
の
生
産
に
係
る
基
盤
の
整
備
並
び
に
森
林
施
業
の
集
約
化
及
び
人
材
の
育
成
に
関
す
る
こ

と
。

三

県
産
材
の
加
工
及
び
流
通
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

四

建
築
物
、
公
共
土
木
施
設
そ
の
他
の
工
作
物
（
以
下
「
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）
及
び
こ
れ
ら
に

係
る
工
事
に
お
け
る
県
産
材
及
び
県
産
材
を
利
用
し
た
製
品
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

五

合
板
、
木
質
ボ
ー
ド
等
へ
の
加
工
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
利
用
等
の
県
産
材
の
有
効
利
用
に

関
す
る
こ
と
。

六

県
産
材
の
利
用
の
促
進
を
担
う
技
術
者
等
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

七

県
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
県
産
材
及
び
県
産
材
を
利
用
し
た
製
品
に
対
し
て
信
頼
感
等
を
与
え
る

独
自
の
印
象
を
創
出
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
及
び
産
地
の
認
証
に
関
す
る
こ
と
。



八

県
産
材
の
新
た
な
用
途
の
開
発
及
び
国
内
外
へ
の
販
路
の
拡
大
に
関
す
る
こ
と
。

（
県
の
建
築
物
等
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
等
）

県
は
、
自
ら
行
う
建
築
物
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
指
針
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
十
三
条

木
造
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
又
は
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
木
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
県
民
等
に
よ
る
県
産
材
の
利
用
を
促
す
た
め
、
自
ら
整
備
す
る
建
築
物
等
及
び
こ
れ
ら
に
係

る
工
事
に
お
い
て
、
率
先
し
て
県
産
材
及
び
県
産
材
を
利
用
し
た
製
品
の
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る

。（
情
報
の
提
供
）

県
は
、
林
業
事
業
者
に
よ
る
県
産
材
及
び
木
材
産
業
事
業
者
に
よ
る
県
産
材
の
加
工
品
の
安

第
十
四
条

定
的
な
供
給
並
び
に
建
築
関
係
事
業
者
に
よ
る
県
産
材
の
利
用
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
県
産
材
そ

の
他
の
木
材
の
流
通
及
び
消
費
の
動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
情

報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
普
及
啓
発
）

県
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
及
び
断
熱
性
、
調
湿
性
、
紫
外
線
を
吸
収
す
る
効
果
、

第
十
五
条

景
観
の
向
上
、
癒
や
し
の
醸
成
等
の
木
材
の
有
す
る
機
能
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
及
び
県
産
材
を
利
用

す
る
意
義
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
県
民
等
が
県
産
材
に
親
し
む
た
め
の
催
し
の
開
催
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
木
育
（
県
民
の
生
活
に
必
要
な
物
資
と
し
て
の
木
の
良
さ
及
び
そ
の
利
用
の
意
義
を
学
ぶ
活

動
を
い
う
。
）
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
産
材
利
用
推
進
月
間
）

県
民
等
の
間
に
広
く
県
産
材
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
県

第
十
六
条

産
材
を
利
用
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
県
産
材
利
用
推
進
月
間
を
設
け
る
。

２

県
産
材
利
用
推
進
月
間
は
、
十
月
と
す
る
。

３

県
は
、
県
産
材
利
用
推
進
月
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
体
制
の
整
備
等
）

県
は
、
県
産
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

２

県
は
、
県
、
市
町
村
、
県
民
等
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
者
、
木
材
産
業
事
業
者
、
建
築
関
係
事

業
者
、
大
学
等
が
協
働
し
て
県
産
材
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

３

県
は
、
木
材
産
業
事
業
者
、
学
校
等
と
連
携
し
、
県
産
材
を
利
用
し
た
製
品
に
児
童
、
生
徒
、
学
生

等
の
発
想
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

雑
則

第
四
章

（
顕
彰
）

県
は
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
し
特
に
優
れ
た
取
組
を
行
っ
た
者
の
顕
彰
を
行
う
よ
う

第
十
八
条

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

県
は
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置

第
十
九
条

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。



（
実
施
状
況
の
公
表
等
）

知
事
は
、
毎
年
一
回
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
を
取
り
ま
と

第
二
十
条

め
、
徳
島
県
森
林
審
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が

第
二
十
一
条

別
に
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
策
定
さ
れ
て
い
る
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
県
の
指
針
で
あ
っ

て
、
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
も
の
は
、

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
利
用
指
針
と
み
な
す
。


